文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（令和元年度）

工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ1　氏名：雨車和憲（情報学部コンピュータ科学科）
著書
なし
査読付き論文

なし

国際学会論文（査読付も含む）

1. Kazunori Uruma, Katsumi Konishi, Tomohiro Takahashi, Toshihiro Furukawa, “A novel approach to image steganography based on the image colorization,” IEEE Int. Conf. on Visual Communications and Image Processing, 2019. DOI:10.1109/VCIP47243.2019.8965732.
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

なし
招待講演
なし
口頭発表
１．舘上花歩，雨車和憲，“スパース最適化およびARモデルに基づくビル壁面の傷の自動検出”電子情報通信学会総合大会，2020.
外部資金の獲得

研究代表者及び研究分担者がこれまでに受けた研究費（科学研究費補助金、所属研究機関より措置された研究費、府省・地方公共団体・研究助成法人・民間企業等からの研究費等。なお、現在受けている研究費も含む。）による研究成果等のうち、本研究に生かされているものを選定し、それぞれの研究費毎に、資金制度名・研究種目名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費（直接経費）を記入してください。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）
1. 雨車和憲、文部科学省・科研費・研究活動スタート支援／平成29-30年度／2470千円、グラフ信号処理およびカラリゼーション符号化に基づく多チャネル動画像符号化の開発（研究代表者）
2. 雨車和憲、文部科学省・科研費・若手研究／令和元-3年度／3770千円、低コストで高性能な無人観測ロボットのための多チャネル劣化動画像同時復元技術の構築（研究代表者）
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

なし
輩出した博士・修士・学士（博士は氏名・表題・取得年月日、その他は人数のみ）
学士７名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催、実験の実施など）
なし
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